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１.  会長あいさつ 

いつもPTA活動にご協力いただき、ありがとうございます。年明けから痛ましい災害や事故がありました。

私たちの地域でも、いつ何時そうなってもおかしくないので、非常時のことについて、家族で会話する機会に

できればと思っております。 

本年度の PTA活動も残り２か月余り、無理のない範囲でのご協力を引き続きお願い致します。 

 

２.  校長先生あいさつ 

  年始早々、痛ましいニュースが続きましたが、３学期も無事にスタートすることができました。２学期は、３年

生の修学旅行、２年生の職場体験・体験授業などイベントがありました。後期生徒会役員の始動、合唱コン

クール、１年生の河口湖移動教室も無事実施することができ、本来の活動が戻りつつあることを実感してい

ます。JRC や手話部の活動など課外活動にも力を入れ、地域の方との交流やダンス発表会も実現すること

ができました。 

３学期は、３年生にとって進路を決める重要な時期になりますが、その先、４月からの新しい環境で自分の力

を発揮していくための準備期間としても、しっかりサポートをしていきたいと思います。また、２年生は最上学

年になる準備、１年生は、新入生を迎える立場になります。若竹祭の展示を予定しております。良い一年のま

とめにしていきたいと考えています。よろしくお願いします。 

 

３.  役員からの議案 

議題① 『さくら連絡網導入検討に関する件』 

 

今期、PTAの連絡に「すぐーる」を活用しましたが、「すぐーる」は学校から全保護者への連絡アプリ

であり、PTAに入会していない保護者にも届いています。特に問題は起きてはおりませんが、副校長先

生の確認・許可をえた上で、副校長先生からの発信していただかなければならず、先生の仕事量を増

やしているのも事実です。震災の状況を見ても「すぐーる」は緊急性の高い配信を主とするアプリであ

ることを踏まえると、先日の「係」へのお知らせなど緊急度の低いお知らせを周知する手段として、PTA

独自の連絡ツールが必要と考えます。予算的な検討やその他の懸念事項の洗い出しをも経て、導入す

るとすれば令和６年度からを想定しています。 

 

 



議題② 『家庭教育学級と単 P研修会に関する件』 

 

今年、家庭教育学級と単 P研修会を開催しましたが、参加希望者は少なく何のための講座か見直

す時期にきているのではないでしょうか。「係」の方が義務的に出席して開催することも、当初の目的や

意図とは異なるように感じます。これまで駒沢中学校では、前年踏襲で実施されてきましたが、これらの

講座は教育委員会から強制されているものではなく、開催していない学校もあります。時代のニーズに

合わせて、委員の仕事内容や係のあり方など、抜本的な改正が必要かもしれません。みなさまのご意

見お聞かせください。 

 

学級委員より： 

12月 9日に単 P研修会を実施しました。起立性調節障害をテーマに学校保健委員会と合同で開

催いたしました。参加者 15名は少ないという見方もあるかもしれませんが、知らなかったことを知るき

っかけ、考えるきっかけになるという意味で、やってよかったと感じています。アナウンス不足や準備が不

十分でご迷惑おかけした部分がありましたので、来年度への引き継ぎの際には、失敗談も含めて申し

送りたいです。開催するかどうかは任意であることを認識した上で、次年度不要との判断があれば意

思表明もできるので、その年々で話し合いながら判断していけばよいのではないかと思います。 

 

文化委員より： 

文化部も、やるやらないは任意ということを認識したうえで今期実施しました。参加者は 20名でし

たが、アンケートでは、家で子どもとの会話につながってよかったというお声も聞かれました。準備や会

計さんとのやりとり含め、大変なこともありましたが、やってみて勉強になったので、次年度困らないよう

に引き継ぎしたいです。 

 

会長より： 

今期、教育委員会とのやりとりが、学校にきてメール便でしかできず、紛失などもありましたので、次

年度以降は電子メールできるように工夫できたらと考えています。家庭教育学級は教育委員会を通さ

ず独自でやっている学校もあるようです。 

来期に向けては、あくまで任意である旨を伝えた上で、開催する場合は周知など工夫して参加していた

だけ活動となるよう、引き継いでいただければと考えます。 

 

議題③ 『「会議費」及び「クラス費」に関する件』 

 

「会議費」と「クラス費」について、コロナ前は、お菓子やお茶を用意するために用意していましたが、

ここ数年は使いきれない状況が続いています。会員減少や物価高などのへの対応も年々厳しくなって

おりますので、不要ということであれば、その分、連絡網の新設や子どもたちのサポートに回せたらと考

えています。みなさまのご意見お聞かせください。 

 

選考委員より：選考委員はメールのやりとりがメインのため不要です。 

校外委員より：不要です。 

広報委員より：本日委員長不在ですが、不要かと思います。 

文化委員より：不要です。 

学級委員より：今期分についても不要なので、できれば返却したいというのが希望です。 

 

 



役員会計より： 

ありがとうございます。では、会議費 3，000円、クラス費 2，000円については来年度計上しない

方向で引き継ぎをさせていただきます。次年度以降、必要なものは実費精算とさせていただきます。 

４.  学級・各事業部・役員活動報告  

※別紙をご参照ください。 

 

５. 副校長先生あいさつ 

本日はお集まりいただきありがとうございます。今年は予期せぬトラブルなどがあり、みなさまにお手数お

かけする局面も多々ありましたが、一年間ご協力いただき感謝申し上げます。 

 今年開催された家庭教育学級と単 P研修会は、いずれも講師の方がすばらしく、学校保健委員会との合

同開催も良いアイディアであると感じました。PTAは任意加入であるにも関わらず、想いをもって関わってく

ださっていることに対して大変うれしく思う一方、できる限りみなさまの負担を減らせる方法についても、引き

続き検討していけたらと考えております。 

学校では SNS トラブルが度々起きています。本校ではそういったことを未然に防げるよう、丁寧な指導も

行っています。大人世代の感覚で、頭ごなしに SNSを使わせなければ安心、ということではすまされない時

代です。本日の議題に挙げられた「さくら連絡網」も、PTAの活動やコミュニケーションを安心して円滑に進

めるツールとして近隣学校が採用している実績があるようなので、前向きに検討していけるとよいのではな

いでしょうか。 

前年踏襲に拘らず、時代の変化に合わせてカスタマイズをしていけるよう、過渡期の運営であることを改

めて認識し、みなさまと共に進めて参りたいと思います。本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学級・各事業部・役員活動報告 

 

学 級 校外生活部 

12/9  単 P研修会開催 

       学校保健委員会出席 

1/13  第 3回運営委員会出席 

11/25  ティーボール大会 

(校外委員からお手伝いで 2名参加) 

1/13  第 3回運営委員会出席 

選 考 広報部 

11/11   選考会開催、反省会 

11月    副校長先生に次年度役員内定者を報告 

1月上旬 次年度役員内定のお知らせ作成 

1/13    第 3回運営委員会出席 

 

1月 次年度役員内定のお知らせ配布 予定 

3月 次年度役員決定のお知らせ作成、配布 予定 

１０月～２月 広報誌（後期）の発行に向けた作業 

11/11    副校長先生と打ち合わせ 

12/20    副校長先生からデータ受け取り、 

          各チームへデータを渡す 

1/13     第 3回運営委員会出席 

文化部 

11/11 家庭教育学級及び、活動報告反省会開催 

1/13 第 3回運営委員会出席 

役 員 

11月  

・部活動奨励金準備 

・第 2回運営委員会報告書作成、HP掲載依頼 

・クラス費、家庭教育学級講師代支払い 

・卒業記念品発注 

 

11/8   PTA会室備品の確認・発注 

        陸上部横断幕支払い 

11/11 次年度 PTA役員選考会出席 

       第 2回運営委員会開催 

11/18 第 2回単 P会長会出席 

11/29 学校運営委員会出席  

 

12月   

12/9  駒沢中学校避難訓練出席 

       卒業記念品代徴収 

12/11 卒業証書ホルダー・コピー用紙の支払い 

12/19 単 P研修会費（講師代）支払い 

 

1月 

・卒業式コサージュ記念品発注・支払い 

・次年度用備品発注 

・陸上部横断幕代金支払 

・周年行事費・予備費の積立 

・決算書作成 

・第 3回運営委員会レジュメ作成 

・来年度役員のファイル発注 

  

1/12 第 2回学校評価委員会出席 

1/13 第 3回運営委員会開催 

      会計報告書の収集 

別紙 


